
JP 2003-110895 A5 2008.9.18

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年9月18日(2008.9.18)

【公開番号】特開2003-110895(P2003-110895A)
【公開日】平成15年4月11日(2003.4.11)
【出願番号】特願2001-302656(P2001-302656)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  15/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  17/04     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ   7/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ   7/10     (2006.01)
   Ｈ０４Ｑ   7/32     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/225   　　　Ｄ
   Ｇ０３Ｂ  15/02    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  17/02    　　　　
   Ｇ０３Ｂ  17/04    　　　　
   Ｇ０６Ｋ   7/00    　　　Ｕ
   Ｇ０６Ｋ   7/10    　　　Ｐ
   Ｈ０４Ｂ   7/26    　　　Ｖ

【手続補正書】
【提出日】平成20年8月1日(2008.8.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　第１の光学系と該第１の光学系により結像された物点からの光を受光
して対応する撮像信号を出力する撮像素子とを配設した第１の筐体と、前記第１の筐体に
対して相対的に変位可能なように当該第１の筐体に結合された第２の筐体とからなるカメ
ラ機能を有する携帯型情報端末機器であって、
　前記第２の筐体に前記第１の光学系とは異なる第２の光学系を配設すると共に、前記第
１の筐体と前記第２の筐体とを、前記第１の光学系の光軸と前記第２の光学系の光軸とが
略一致する第１の状態、及び前記第２の光学系を反転させて前記第１の光学系の光軸と前
記第２の光学系の光軸とが略一致する第２の状態をそれぞれ採り得るように相対的に変位
可能なように結合し、
　前記第１の筐体と前記第２の筐体とを相対的に変位させて前記第１の状態としたときの
前記第１の光学系と前記第２の光学系とによる合成光学系の光学特性と、前記第１の筐体
と前記第２の筐体とを相対的に変位させて前記第２の状態としたときの前記第１の光学系
と前記第２の光学系とによる合成光学系の光学特性と、前記第１の光学系の光学特性と、
がそれぞれ異なるように構成して、前記各合成光学系を用いたそれぞれの撮像が行えるよ
うに構成したことを特徴とするカメラ機能を有する携帯型情報端末機器。
　　【請求項２】　第１の光学系と該第１の光学系により結像された物点からの光を受光
して対応する撮像信号を出力する撮像素子とを配設した第１の筐体と、前記第１の筐体に
対して相対的に変位可能なように当該第１の筐体に結合された第２の筐体とからなるカメ
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ラ機能を有する携帯型情報端末機器であって、
　前記第２の筐体に、前記第１の光学系とは異なる第２の光学系と、前記第１の光学系及
び前記第２の光学系とは異なる第３の光学系とをそれぞれ配設すると共に、前記第１の筐
体と前記第２の筐体とを、前記第１の光学系の光軸と前記第２の光学系の光軸とが略一致
する第１の状態、及び前記第１の光学系の光軸と前記第３の光学系の光軸とが略一致する
第２の状態をそれぞれ採り得るように相対的に変位可能なように結合し、
　前記第１の筐体と前記第２の筐体とを相対的に変位させて前記第１の状態としたときの
前記第１の光学系と前記第２の光学系とによる合成光学系の光学特性と、前記第１の筐体
と前記第２の筐体とを相対的に変位させて前記第２の状態としたときの前記第１の光学系
と前記第３の光学系とによる合成光学系の光学特性と、前記第１の光学系の光学特性と、
がそれぞれ異なるように構成して、前記各合成光学系を用いたそれぞれの撮像が行えるよ
うに構成したことを特徴とするカメラ機能を有する携帯型情報端末機器。
　　【請求項３】　前記光学特性は、合焦時における物点の位置に関する特性であること
を特徴とする請求項１又は２に記載のカメラ機能を有する携帯型情報端末機器。
　　【請求項４】　前記光学特性は、倍率又は画角を含むことを特徴とする請求項１乃至
３の何れかに記載のカメラ機能を有する携帯型情報端末機器。
　　【請求項５】　前記第１の光学系の光軸と前記第２の光学系の光軸との略一致及び前
記第２の光学系の反転状態を検出して、又は、前記第１の光学系の光軸と前記第２の光学
系の光軸とを略一致させるための動作及び前記第２の光学系を反転させるための動作を検
出して、前記第１の光学系のみを用いた撮像に適する第１の撮像モードとは異なる、前記
第１の光学系と前記第２の光学系とによる合成光学系を用いた撮像に適する第２の撮像モ
ード、あるいは前記第１の光学系と反転した前記第２の光学系とによる合成光学系を用い
た撮像に適する第３の撮像モードを設定する手段を更に具備することを特徴とする請求項
１、３、又は４の何れかに記載のカメラ機能を有する携帯型情報端末機器。
　　【請求項６】　前記第１の光学系の光軸と前記第２の光学系の光軸との略一致、もし
くは前記第１の光学系の光軸と前記第３の光学系の光軸との略一致、又は前記第１の光学
系の光軸と前記第２の光学系とを略一致させるための動作、もしくは前記第１の光学系の
光軸と前記第３の光学系の光軸とを略一致させるための動作を検出して、前記第１の光学
系のみを用いた撮像に適する第１の撮像モードとは異なる、前記第１の光学系と前記第２
の光学系とによる合成光学系を用いた撮像に適する第２の撮像モード、あるいは前記第１
の光学系と前記第３の光学系とによる合成光学系を用いた撮像に適する第３の撮像モード
を設定する手段を更に具備することを特徴とする請求項２乃至４の何れかに記載のカメラ
機能を有する携帯型情報端末機器。
　　【請求項７】　前記第１の撮像モードが遠点側物点の撮像に適した撮像モードであり
、前記第２の撮像モードあるいは前記第３の撮像モードの少なくともどちらか一方が近点
側物点の撮像に適した撮像モードであることを特徴とする請求項５又は６に記載のカメラ
機能を有する携帯型情報端末機器。
　　【請求項８】　前記近点側物点の撮像に適した撮像モードは、異なる時点において撮
像された各被写体画像から自己の相対的な移動方向と移動距離とを検出することにより自
己の現時点での相対的位置情報を求める位置情報検出モードを含むことを特徴とする請求
項７に記載のカメラ機能を有する携帯型情報端末機器。
　　【請求項９】　前記位置情報検出モードにおいて求められた相対的位置情報を外部機
器に対して出力するための出力手段を更に具備することを特徴とする請求項８に記載のカ
メラ機能を有する携帯型情報端末機器。
　　【請求項１０】　前記近点側物点の撮像に適した撮像モードは、データが光学的に読
み取り可能なコードで記録された記録媒体から前記コードを撮像して前記データを再生す
るコード読取モードを含むことを特徴とする請求項７に記載のカメラ機能を有する携帯型
情報端末機器。
　　【請求項１１】　前記近点側物点の撮像に適した撮像モードにおいて近点側物点を照
明するための照明部を、前記第１の筐体もしくは前記第２の筐体の少なくとも何れか一方
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に配設したことを特徴とする請求項７に記載のカメラ機能を有する携帯型情報端末機器。
　　【請求項１２】　前記第１の筐体もしくは前記第２の筐体の少なくとも何れか一方に
情報を表示するための表示部を更に配設し、
　前記照明部は、前記表示部で利用される光を前記近点側物点に導くための導光部材を含
むことを特徴とする請求項１１に記載のカメラ機能を有する携帯型情報端末機器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　　【００１３】
　　【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、本発明によるカメラ機能を有する携帯型情報端末機器は
、第１の光学系と該第１の光学系により結像された物点からの光を受光して対応する撮像
信号を出力する撮像素子とを配設した第１の筐体と、上記第１の筐体に対して相対的に変
位可能なように当該第１の筐体に結合された第２の筐体とからなるカメラ機能を有する携
帯型情報端末機器であって、
　上記第２の筐体に前記第１の光学系とは異なる第２の光学系を配設すると共に、上記第
１の筐体と上記第２の筐体とを、上記第１の光学系の光軸と上記第２の光学系の光軸とが
略一致する第１の状態、及び上記第２の光学系を反転させて上記第１の光学系の光軸と上
記第２の光学系の光軸とが略一致する第２の状態をそれぞれ採り得るように相対的に変位
可能なように結合し、
　上記第１の筐体と上記第２の筐体とを相対的に変位させて上記第１の状態としたときの
上記第１の光学系と上記第２の光学系とによる合成光学系の光学特性と、上記第１の筐体
と上記第２の筐体とを相対的に変位させて上記第２の状態としたときの上記第１の光学系
と上記第２の光学系とによる合成光学系の光学特性と、上記第１の光学系の光学特性と、
がそれぞれ異なるように構成して、上記各合成光学系を用いたそれぞれの撮像が行えるよ
うに構成したことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　即ち、本発明のカメラ機能を有する携帯型情報端末機器によれば、第２の筐体の移動に
伴って該第２の筐体に設けられた第２の光学系によりシステム全体の光学性能が変化する
ようになっていることで、第２の筐体を動かす動作と光学特性を変えるという動作を連動
させることができる。更に、第２の光学系は反転して使用することもできるようになって
いるため、その第２の光学系で機器に対し複数の光学特性を持たせることが可能となる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また上記の目的を達成するために、本発明によるカメラ機能を有する携帯型情報端末機
器は、第１の光学系と該第１の光学系により結像された物点からの光を受光して対応する
撮像信号を出力する撮像素子とを配設した第１の筐体と、上記第１の筐体に対して相対的
に変位可能なように当該第１の筐体に結合された第２の筐体とからなるカメラ機能を有す
る携帯型情報端末機器であって、
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　上記第２の筐体に、上記第１の光学系とは異なる第２の光学系と、上記第１の光学系及
び上記第２の光学系とは異なる第３の光学系とをそれぞれ配設すると共に、上記第１の筐
体と上記第２の筐体とを、上記第１の光学系の光軸と上記第２の光学系の光軸とが略一致
する第１の状態、及び上記第１の光学系の光軸と上記第３の光学系の光軸とが略一致する
第２の状態をそれぞれ採り得るように相対的に変位可能なように結合し、
　上記第１の筐体と上記第２の筐体とを相対的に変位させて上記第１の状態としたときの
上記第１の光学系と上記第２の光学系とによる合成光学系の光学特性と、上記第１の筐体
と上記第２の筐体とを相対的に変位させて上記第２の状態としたときの上記第１の光学系
と上記第３の光学系とによる合成光学系の光学特性と、上記第１の光学系の光学特性と、
がそれぞれ異なるように構成して、上記各合成光学系を用いたそれぞれの撮像が行えるよ
うに構成したことを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　即ち、本発明のカメラ機能を有する携帯型情報端末機器によれば、第２の筐体の移動に
伴って該第２の筐体に設けられた第２の光学系及び第３の光学系によりシステム全体の光
学性能が変化するようになっていることで、第２の筐体を動かす動作と光学特性を変える
という動作を連動させることができる。更に、第２、第３の光学系は、単一方向からの入
射光による光学特性のみを考慮して設計可能となるため、光学系の設計が容易となり、さ
らにその採り得る光学特性範囲も広げることが可能となる。
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